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【目的】公衆衛生教育の黎明期に着目し，歴史的経緯を検討する。
【方法】文献の収集と検討を中心とした記述研究。
【結果】１．背景　1909年Wickliffe Roseの主導するロックフェラー財団の米国南部における鉤虫根絶事業において，兼任でなく臨床開業医でもない公衆衛生専門家の養成の必要性が認識された。
２．構想　 公衆衛生の，(1) 職種としては，①医生物学，工学，社会科学の混成，②医師と衛生工学者の協力，③社会科学と政策学による社会改革，④医師による医療の一分野，といった様々な可能性があった。(2) 分野については，①公衆衛生と臨床医療，②社会的アプローチと生物学的アプローチ，の緊張関係があった。(3) 方法論は，①少数精鋭のエリート養成か大人数の短期養成か，②研究・研究法に重点を置くドイツ式の衛生学（Hygiene）か実践を重視する英国式の公衆衛生学（Public Health）か，といった論点があった。
３．ロックフェラー財団による公衆衛生教育機関の設置　(1) Wickliffe Rose案：1914年10月16日のロックフェラー財団一般教育委員会において，Roseは，①総合大学と提携しながらも独立した，②単なる医学部の一分野ではない，③独立した建物と敷地を持つ学部（Faculty）であり，④移民の流入する港湾都市で農村部にも隣接する都市に立地した，⑤研究も行う科学的な，⑥公衆衛生学部（School of Public Health）の案をまとめた。(2) Welch-Rose報告：Rose案は，William Henry Welchによる改訂を経て，1915年5月27日に報告された。そこでは，名称の①”School”が”Institute”に，②”Public Health”が”Hygiene”に，変更されており，また，③疫学，保健婦活動，公衆衛生行政の部が“一般衛生と予防医学”に一括され，また，④教育実習病院と連携すべき，などの変更が加えられていた。 (3) Johns Hopkins School of Hygiene and Public Healthの設置：Roseは医療界が公衆衛生活動の障壁となると考え，医学部教授が専任で研究中心のJohns Hopkins大学に置く決断をし，”School of Hygiene and Public Health”を設置した。(5) “Johns Hopkins model”の定着：他の大学もJohns Hopkins大学にならい，また，ロックフェラー財団の海外保健委員会の助成により，南米ではブラジル，後にインド，日本，フィリピンに”West Points of Public Health”が設置された。
【考察】(1) “Johns Hopkins model”は，公衆衛生の持っていた様々な可能性の中から構造化され，固定したものであった。(2) 米国の公衆衛生の歴史においても，わが国と同様に，研究および医療が物神崇拝的に象徴化され，実践や活動が軽視される趨勢がみられた。
